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論文内容の要旨

本論文は， Exact Model Matching 法と H∞制御系設計法の一つである OE (Qutput Estimation) 問題の手法

を融合させて以下に示す4つの設計要求を同時に満足する設計法を提案し，航空機の飛行制御システムに適用した結果

を示した。

(1)希望応答特性

(2) 感度特性

(3) 相補感度特性

(4) ロバスト安定性

本設計法では状態フィード、バックによる Exact Model Matching 法により希望とする目標値-制御量間伝達関数

(上記(1)の設計要求)を実現し， OE 問題の手法を用いて状態フィード‘パック量及び外乱を推定して外乱除去を行う

ことにより目標値一制御量間伝達関数を変えずにロバスト設計(上記 (2) -- (4) の設計要求)を行う。

飛行制御システムは縦系と横・方向系とに分けて制御器の設計を行うが，横・方向系は多入出力系であり，目標値一

制御量間伝達関数の設定に自由度があり l 入出力系に比べ，難しくなる。しかし伝達関数の共通分母表現での目標伝

達関数実現の必要十分条件を用いて目標値一制御量間伝達関数を容易に設定できる。この設定法は特定入力と特定出

力の間の伝達関数特性を指定することが可能であり，設計現場に適した手法である。

制御器は実装上の観点、から次数が低いことが望ましいため，設計した制御器を内部平衡法を用いて低次元化して 6 自

由度シミュレーションにより評価を行った。

その結果，高速飛行条件で設計した制御器により高速飛行条件はいうまでもなく，低速飛行条件でも十分な制御性能

が得られた。

本設計法により飛行条件が異なっても十分な制御性能を得ることができる制御器を設計でき，従来多用したゲインス

ケジューリングを非常に少なくすることが可能であり，実用上有用である。

また，本設計法の設計ノ守ラメータは閉ループの目標伝達関数と感度関数の重みに相当する入力外乱モデル及び相補感
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度関数の重みに相当する観測ノイズモデルであり，閉ループ特性との対比が容易であり見通しの良い設計法である。

論文審査の結果の要旨

本論文は航空機の飛行制御に関して，性能の向上と実装の容易さの両面を考慮して，自動制御系設計法を提案し，そ

の有効性を確認したものである。

初めに，力学に基づく航空機の運動方程式を考察して，縦方向と横方向の運動の相互干渉が弱いので，別個に制御系

を設計できることを示し，線形近似による設計用の数式モデルを導いている。

次に，パイロットが操縦しやすい飛行特性を実現すること，高度，速度などの飛行条件に合わせて制御器を調整する

煩雑さを避けること，制御器があまり複雑にならないことなど，実用上の目標に基づいて，具体的な制御系設計仕様を

明確に規定している。

望ましい飛行特性の実現は Exact Model Matching 法，飛行条件の変化への対応には H ∞制御の Output

Estimation 問題，制御器の簡単化には内部平衡法がそれぞれ有効であることを認め，独自の工夫を織り込んで適用し

た結果も設計仕様に照らした評価とともに示している。

最後に，縦方向と横方向の干渉や，非線形特性も考慮した，十分精度が高いことがすでに確認されている計算コード

を用いて，制御特性のシミュレーションを行い，提案した設計法の有効性の確認をしている。

このように本論文は，実用上の目標と先端的な制御理論とを的確に結びつけて，一つの設計手法を確立したものであ

り，航空機以外の対象へも応用できる有用な知見を含んでいる。よって，博士(工学)の学位論文として価値あるもの

と認める。
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